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第4章 では,低 消費電力プリント配線基板を実証するため,配 線の高インピーダンス化に取 り組み,そ の効果
を検証 した.配 線 の特性インピーダンス化を従来の50Ωから高インピーダンス化する場合,配 線 の微細化が必要
となる。平滑めっき技術によって,ポ リシクロオ レフィン樹脂 フィルム上に,微 細配線を形成可能な ことを実証
した.特 性インピーダ ンス100Ωのマイクロス トリップラインを作製 し伝送特性 を実測 し,高 インピーダ ンス配































力プリント配線 基板 を実現するため,主 に低周波数の信号を伝送する微細 ・高密度配線領域と,1GHz以上の高
周波を伝送するために誘電体樹脂フィルム厚を高密度領域の2倍以上とし,伝送損失を抑制した高周波伝送領域
を,1枚のプリント配線基板上に形成可能な新しいプリント配線基板の構造,複数誘電体厚混載高インピーダン
































































従来の2倍 に向上させた配線構造を,シクロオレフィンポ リマー樹脂基板に形成 し,従来のプリント配線
基板に対して低周波か ら高周波までの広い周波数領域にわたって,1!2以下の低消費電力化が達成できた こ
とを示している.こ れは,極めて重要な成果である.
第5章 では,薄 膜基板微細配線構造による高密度配線と,厚膜基板高周波伝送を両立させるための薄厚
基板混載構造を提案 している.この構造によって,プ リント配線基板の高密度化を進めっっ,10GHz以上
の超高周波信号を低消費電力で伝送可能とする新 しいプリン ト配線基板が実現できることを示している,
これは,極めて有用な成果である.
第6章は,結 論である,
以上要するに本論文は,高周波 ・低消費電力プリント配線基板を実現するために,新たに高周波分布定
数モデルを構築し,誘電率と誘電損失の低い新 しい樹脂材料基板を提案して,そ の有効性を実証した成果
をまとめたものであ り,半導体電子工学に寄与するところが少なくない,
よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める.
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